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訪日外国人観光客数推移
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2019
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出典：日本政府観光局（JNTO）

9月末時点：約2,400万人
9月末時点：約2,800万人

新型コロナウィルス流行前の

観光客数を超えている

オーバーツーリズム



オーバーツーリズム
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訪日外国人観光客数推移
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2030

政府目標

6,000万人

出典：日本政府観光局（JNTO）
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オーバーツーリズム

オーバーツーリズムとは？

観光資源の価値低下

「観光公害」

観光地や地域住民
の負担増加

観光客の効用低下

分析 提言 シミュレーション まとめ



オーバーツーリズム対策

観光税

観光客に対して課される税金

（例）宿泊税

宿泊施設に宿泊する旅行者に課される

一律課税での導入

（例）入場料

市や島の中に入る旅行者に課される

地域ごとに同じ税率or金額

分析 提言 シミュレーション まとめ



オーバーツーリズム対策

観光税 世界

観光税導入国

25以上
の国と地域で導入

分析 提言 シミュレーション まとめ



オーバーツーリズム対策

観光税 日本

観光税導入都道府県

13自治体で導入

50自治体で検討

北海道 ニセコ町

定率2%

京都府 京都市

200-1000円

分析 提言 シミュレーション まとめ



オーバーツーリズム対策

観光税 京都
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万 わずか５.7％減

2018年10月観光税として宿泊税を導入

効果は限定的

オーバーツーリズムは改善されない

現行の観光税について
再検討が必要

分析 提言 シミュレーション まとめ



観光税

現行の観光税では何が問題？？

分析 提言 シミュレーション まとめ



観光地の適切な人数の管理

（例）観光客の入場規制・規制緩和

地域全体の観光需要の均一化

（例）空いている場所や時間帯への誘導

観光税

オーバーツーリズム対策方針

適切な管理 分散・平準化

需要の分析
に基づく抑制

需要の平準化

『オーバーツーリズムの未然防止・抑制に向けた対策パッケージ』

分析 提言 シミュレーション まとめ



観光税

需要の分析に基づく抑制 需要の平準化

一律課税 需要の抑制は可能
過度に需要を歪める可能性がある

観光客の効用を低下させる

他の場所や時間帯への
誘導は不可能

自治体によっては別の政策を実施

「需要の分析に基づく抑制」と「需要の平準化」が期待できない

オーバーツーリズム対策方針

分析 提言 シミュレーション まとめ



観光税

オーバーツーリズム対策方針

と

を達成する必要がある

観光需要の平準化
観光需要の分析
に基づく抑制

分析 提言 シミュレーション まとめ



新しい観光税

「観光需要の分析に基づく抑制」
と「観光需要の平準化」の達成

オーバーツーリズム対策方針

「需要の価格弾力性を用いた新しい観光税」
を提案します！

分析 提言 シミュレーション まとめ
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再分配

観光チケットから得た収益を
ポイント還元等で再分配

抑制

観光地を複数のエリアに区分
エリアの需要に合わせた価格の

観光チケットを販売

提言の概要
分析 提言 シミュレーション まとめ

需要の価格弾力性を用いた新しい観光税

観光客の分散 と地域経済の活性化 を目指す



提言の概要

需要の分析に基づく抑制 需要の平準化

従来の観光税：

一律課税

需要の抑制は可能
過度に需要を歪める可能性がある

観光客の効用を低下させる

他の場所や時間帯への
誘導は不可能

自治体によっては別の政策を実施

「観光需要の分析に基づく抑制と平準化」が期待できない

新しい観光税：

差別課税
価格弾力性を用いることで

需要に合った人数の抑制が可能

ポイントの再分配制度で
観光客の誘導が可能

＋税収で開発投資が可能

「観光需要の分析に基づく抑制と平準化」の両立を実現

分析 提言 シミュレーション まとめ



提言の概要

需要の調査

観光地を複数のエリアに区分
アンケートでエリアごとの
需要の価格弾力性を調査

観光客数の決定

受容する観光客数の決定

観光チケットの販売

価格弾力性と観光客数から
エリアごとに価格を設定して

観光チケットを販売

税収の再分配

ポイント還元による
需要の平準化

観光地や住民への投資

手順

分析 提言 シミュレーション まとめ



1. 需要の調査

アンケート調査

◆目的

◆調査内容

価格が変化したときの需要の変化

A B
￥1,000 ￥1,000

エリア

価格弾力性を計算する

分析 提言 シミュレーション まとめ

A B
￥1,000 ￥500

エリア

エリアA

エリアB

人気が高い

チケット価格UP

エリアA

人気が低い

チケット価格DOWN

エリアA

▶価格弾力性



2. 観光客数の決定

エリア１ エリア２ エリア３ エリア４ エリア５ エリア６

観光客数

理想観光客数

エリア２

オーバーツーリズム対策が必要！

エリア５

あまり減らしたくない…

減少率大で設定

減少率小で設定

分析 提言 シミュレーション まとめ

左：導入前
右：導入後



3. 観光チケットの販売

観光地をいくつかの
エリアに区分する

アプリ上でデジタル
チケットを販売する

北鎌倉

鎌倉駅

海

大仏

入場時にチケットを提示
⇒承認・許可

エリアチケット

分析 提言 シミュレーション まとめ

Step1 Step2 Step3



（補足）アプリの機能

機能３ 観光情報の閲覧

機能4 ポイントの確認

機能1 チケットの購入

機能2 混雑状況の確認

希望するエリアのチケット
を選択・事前購入

▼
当日観光地にある

QRコードを読み取り承認

現在の混雑状況の表示
＋

チケット価格の変動を表示

▼
観光客の誘導

鎌倉市や観光地が発信する
観光情報を閲覧

▼
観光客はチケット購入や
観光プランの判断材料に

観光地や売店に設置した
QRコードを読み込む

▼
指定観光スポットの登録

▼
ポイントの還元

分析 提言 シミュレーション まとめ



4. 税収の再分配

観光資源の保護

公共施設やインフラに投資

⇒ポイントとして還元

観光客の増加による
負担軽減

分析 提言 シミュレーション まとめ

観光による街の発展

観光客01 02

03

地域住民

観光地

需要の平準化

北鎌倉

鎌倉駅

海

大仏

エリア間の分散 ～ 観光客の移動経路の誘導



提言のまとめ

自治体

k

需要の調査 観光客数
の決定

観光地 観光客

価格反映

データ収集

観光情報の提供

需要データ

観光情報
ポイント還元

チケットの購入

賛同

補助金による
還元

アプリの周知

アンケートの回答

スキーム図

¥

分析 提言 シミュレーション まとめ



提言のまとめ

自治体

k

需要の調査 観光客数
の決定

観光地 観光客

価格反映

データ収集

観光情報の提供

需要データ

観光情報
ポイント還元

チケットの購入

賛同

補助金による
還元

アプリの周知

アンケートの回答

スキーム図

¥

分析 提言 シミュレーション まとめ

観光客の分散を促進し、持続可能な仕組みへ
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シミュレーション
分析 提言 シミュレーション まとめ

手順

需要の調査

観光地を複数のエリアに区分
アンケートでエリアごとの
需要の価格弾力性を調査

観光客数の決定

受容する観光客数の決定

観光チケットの販売

価格弾力性と観光客数から
エリアごとに価格を設定して

観光チケットを販売

税収の再分配

ポイント還元による
需要の平準化

観光地や住民への投資

再掲



個人𝑖の効用関数（コブダグラス型）

𝑼𝒊 = 𝒄𝟏
𝜶𝟏𝒄𝟐

𝜶𝟐 …𝒄𝒏
𝜶𝒏

𝒔. 𝒕. 𝒑𝟏𝒄𝟏 + 𝒑𝟐𝒄𝟐 +…+ 𝒑𝒏 𝒄𝒏 = 𝑰𝒊

𝛼𝑖

𝑈𝑖

𝑝𝑖

𝑐𝑖

𝐼𝑖

𝑖の価格弾力性

𝑖の効用

𝑖の価格

𝑖の需要

𝑖の予算

𝑐𝑖 =
𝛼𝑖

σ𝑖=1
𝑛 𝛼𝑖

∗
𝐼𝑖
𝑝𝑖

𝑐𝑖 = 𝛼𝑖 ∗
𝐼𝑖
𝑝𝑖

log 𝑐𝑖 = log𝛼𝑖 + log 𝐼𝑖 − log 𝑝𝑖 ⋯①

価格弾力性の算出

log 𝑐𝑖 = ො𝑎 + 𝑏1log 𝐼𝑖 − 𝑏2 log 𝑝𝑖 ⋯②

①②より

需要の価格弾力性 𝒃𝟐 を算出

あなたは鎌倉で以下の6つのエリアから好きな場所を選んで観光するとします。（）内は主な観光地
①北鎌倉（円覚寺、明月院、建長寺）②鎌倉駅東口（小町通り、鶴岡八幡宮）③鎌倉駅西口（御成通り）
④大仏（由比ヶ浜、長谷寺、極楽寺）⑤海東側（材木座、由比ヶ浜）⑥海西側（江ノ島、七里ヶ浜、鎌倉高校前）
【条件】
・滞在時間11:00-16:00　・予算は使い切る　・各エリアの1時間あたりの消費額が異なる　・移動時間は考えない

どのエリアに何時間滞在するか青枠にご記入ください

消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算

5 4000 5 4000 5 4000

北鎌倉 800 0 北鎌倉 400 0 北鎌倉 500 0

駅（東） 800 0 駅（東） 1200 0 駅（東） 1000 0

駅（西） 800 0 駅（西） 800 0 駅（西） 800 0

大仏 800 0 大仏 400 0 大仏 500 0

海（東） 800 0 海（東） 800 0 海（東） 500 0

海（西） 800 5 4000 海（西） 800 5 4000 海（西） 800 5 4000

0 0 0 0 0 0

消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算

5 3000 5 3000 5 3000

北鎌倉 500 0 北鎌倉 600 0 北鎌倉 500 0

駅（東） 750 0 駅（東） 750 0 駅（東） 600 0

駅（西） 600 0 駅（西） 500 1 500 駅（西） 500 3 1500

大仏 500 0 大仏 500 2 1000 大仏 600 0

海（東） 500 0 海（東） 600 0 海（東） 750 0

海（西） 600 5 3000 海（西） 750 2 1500 海（西） 750 2 1500

0 0 0 0 0 0

消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算

5 4000 5 4000 5 4000

北鎌倉 500 0 北鎌倉 800 0 北鎌倉 500 0

駅（東） 800 0 0 駅（東） 500 0 0 駅（東） 1000 0

駅（西） 800 0 駅（西） 1000 0 駅（西） 750 0

大仏 500 2 1000 大仏 500 0 大仏 500 2 1000

海（東） 500 0 海（東） 500 0 海（東） 750 0

海（西） 1000 3 3000 海（西） 800 5 4000 海（西） 1000 3 3000

0 0 0 0 0 0

消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算 消費額/h 滞在時間 予算

5 3000 5 3000 5 3000

北鎌倉 750 0 北鎌倉 600 0 北鎌倉 500 1 500

駅（東） 500 0 駅（東） 500 0 駅（東） 750 0

駅（西） 600 0 駅（西） 750 1 750 駅（西） 750 0

大仏 750 2 1500 大仏 600 0 大仏 500 1 500

海（東） 500 0 海（東） 750 1 750 海（東） 500 1 500

海（西） 500 3 1500 海（西） 500 3 1500 海（西） 750 2 1500

0 0 0 0 0 0

消費額/h 滞在時間 予算

5 3000

北鎌倉 500 1 500

鎌倉駅東 750 0

鎌倉駅西 750 0

大仏 500 1 500

海東 500 1 500

海西 750 2 1500

0 0

（実際のアンケート表）

アンケート調査より

目的変数：需要𝒄𝒊
説明変数：予算𝑰𝒊

消費額𝒑𝒊

正規化・対数変換した値で

重回帰分析

アンケート調査

分析 提言 シミュレーション まとめ



北鎌倉

鎌倉駅東

大仏

海東

鎌倉駅西

海西

価格弾力性の算出

価格弾力性結果

人気のエリアで価格弾力性が低い

5000

40000

3000
7000

3000

45000

北鎌倉 鎌倉駅東 鎌倉駅西 大仏 海東 海西

観
光

客
数

（
人

）

1日当たりの観光客数

『鎌倉市観光データ分析レポート(2023年)』

北鎌倉 ： 0.2235

鎌倉駅東： 0.1143

鎌倉駅西： 0.1608

大仏： 0.2082

海東： 0.2102

海西： 0.0830

分析 提言 シミュレーション まとめ



インタビュー：観光客の特性

・年齢

・同行者との関係
（家族、友人等）

・人数

・住んでいる都道府県or国

・鎌倉で最も行きたいエリア

・予算

調査内容 鎌倉で最も行きたいエリア

鎌倉駅での実態調査

鎌倉駅エリアと海エリア

全体の約80％

人気のエリアは需要が高い
（＝価格弾力性が低い）
という分析結果と一致

海
48%

鎌倉駅
33%

大仏
19%

北鎌倉
0%

分析 提言 シミュレーション まとめ

※2024年8月26日 対面（102人）

人気エリアで需要が高いのか？



𝛼𝑖

𝑝𝑟𝑖𝑐𝑒𝑖

𝑁𝑖

𝑁𝑖
′

𝑓𝑎𝑟𝑒

∆𝑝𝑖

∆𝑐𝑖

𝑖の価格弾力性

𝑖のチケット価格

𝑖の基準観光客数

𝑖の新しい観光客数

往復運賃

𝑖における費用変化率

𝑖の需要変化率

𝑁𝑖
′ = 𝑁𝑖 ∗ (1 − ∆𝑐𝑖)新しい観光客数

∆𝑐𝑖 = 𝛼𝑖 ∗ ∆𝑝𝑖需要変化率

∆𝑝𝑖 =
𝑝𝑟𝑖𝑐𝑒𝑖
𝑓𝑎𝑟𝑒

費用変化率

需要の変化

新しい観光客数の導出

分析 提言 シミュレーション まとめ

（マイナス）



可視化シミュレーション

需要の変化

エリア区分

・国土交通省

全国の人流オープンデータ

1km別滞在人口（神奈川県）

2019年8月 休日 昼

・現行の観光税（一律）による

観光客数変化率

・新しい観光税（差別）による

観光客数変化率

データ

分析 提言 シミュレーション まとめ



現行の観光税：一律課税

観光税導入前

需要の変化

鎌倉駅東

北鎌倉

鎌倉駅西

大仏

海東

海西

11000

8300

7600

5200

3300

2500

2050

1750

1350

1210

※QGIS自然分類

分析 提言 シミュレーション まとめ



現行の観光税：一律課税

観光税導入後

海西：約8.3%減

相対的により人気に

北鎌倉：約22.4%減

相対的により不人気に

抑制の効果はあるが需要の不当な歪みが見られる

海東：約21.0%減

相対的により不人気に

需要の変化
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分析 提言 シミュレーション まとめ

約11.6%減



新しい観光税：差別課税

観光税導入前

需要の変化
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分析 提言 シミュレーション まとめ



新しい観光税：差別課税

観光税導入後

中立的な価格を実現

需要の変化
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海東

海西

分析 提言 シミュレーション まとめ

約12.8%減



観光税の比較

需要の価格弾力性を用いることで
需要を歪めず最適な価格設定が可能となる

 価格 (円)  観光客数 (人)  観光客数変化率 (％)  価格 (円)  観光客数 (人)  観光客数変化率 (％)

北鎌倉 2000 3882 -22.4% 1074 4300 -14.0%

鎌倉駅東 2000 35427 -11.4% 2624 34000 -15.0%

鎌倉駅西 2000 2518 -16.1% 1244 2700 -10.0%

大仏 2000 5542 -20.8% 1098 6200 -11.4%

海東 2000 2369 -21.0% 1269 2600 -13.3%

海西 2000 41266 -8.3% 2678 40000 -11.1%

例1-2：差別料金例1-1：一律料金

需要の変化
分析 提言 シミュレーション まとめ



観光チケットアプリ

北鎌倉

鎌倉駅
大仏

海

税収の再分配

01

観光客

ポイント還元の仕組み

指定観光スポットを巡る
アプリで登録

ポイント還元！

（例）大仏エリアに観光客を
呼び込みたい場合

差別課税によるチケット料金から

500円分のポイントを還元すると

観光客を約1000人呼び込める

観光客の誘導が可能

分析 提言 シミュレーション まとめ



地域住民への補填

インフラ整備

防災・減災

市街地の整備

地域住民の豊かな暮らしへ

税収の再分配

02

地域住民 観光資源の保護
03

観光地

歴史的風土
自然豊かな景観

鎌倉の魅力

歴史的建造物が多く、緑豊かな
北鎌倉エリアや大仏エリアの保護

観光地全体の魅力向上

分析 提言 シミュレーション まとめ



１

２

３

４

現状分析

提言

シミュレーション

まとめ

オーバーツーリズムと観光税

需要の価格弾力性を用いた新しい観光税

鎌倉でのチケット価格・需要・再分配

今後の展望

目次



提言内容

需要の分析に基づく抑制 需要の平準化

新しい観光税：

差別課税 価格弾力性を用いることで
需要に合った人数の抑制が可能

ポイントの再分配制度で
観光客の誘導が可能

＋税収で開発投資が可能

分析 提言 シミュレーション まとめ

需要の価格弾力性を用いた新しい観光税

観光需要の分析に基づく抑制と平準化の両立を実現



今後の展望

価格弾力性のモニタリング

分析 提言 シミュレーション まとめ

価格弾力性
の調査

地域に応じた
価格設定

需要予測
の精度向上

観光客の動向を
モニタリング

観光地の特性に合わせた柔軟な価格設定や情報の発信

環境要因
・季節や長期休暇
・時間帯

属性
・年齢 ・性別
・国籍 ・職業



今後の展望
分析 提言 シミュレーション まとめ

鎌倉

日本全国

オーバーツーリズム対策

持続可能な観光業
観光客

地域住民
観光地



ご清聴ありがとうございました
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